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年 H24 年
（2012 年）

H27 年
（2015 年）

H32 年
（2020 年）

H37 年
（2025 年）

H42 年
（2030 年）

H52 年
（2040 年）

H62 年
（2050 年）

H72 年
（2060）

各年齢の認知症有病率が
一定の場合の将来推計

人数 /（率）
462 万人

15.0％

517 万人

15.7％

602 万人

17.2％

675 万人

19.0％

744 万人

20.8％

802 万人

21.4％

797 万人

21.8％

850 万人

25.3％

各年齢の認知症有病率が
上昇する場合の将来推計

人数 /（率）

525 万人

16.0％

631 万人

18.0％

730 万人

20.6％

830 万人

23.2％

953 万人

25.4％

1016 万人

27.8％

1154 万人

34.3％

平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業（九州大学　二宮教授）資料を抜粋

■「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する調査」による速報値
　

み
ん
な
で
手
を
添
え
て

　

脳
は
人
間
の
活
動
の
大
半
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
で
す
。

脳
が
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば
、
精
神
活
動
も
身
体
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
運

ば
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
脳
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
障
が
い
を
起
こ
し
、
日
常
生
活
を
す
る

上
で
支
障
を
き
た
す
「
認
知
症
」。

　

９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」。
今
月
号
で
は
、
増
え
続
け

る
認
知
症
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
現
状

　

日
本
が
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、皆
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

内
閣
府
の
平
成
27
年
版
高
齢
社
会
白
書
に

よ
れ
ば
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
（
高
齢

化
率
）
は
26
・
０
％
で
あ
り
、
平
成
37
年

に
は
高
齢
化
率
が
30
・
３
％
に
達
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
を

患
う
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
発
表
で
は
、
10
年
後
（
平
成
37
年
）

に
全
国
で
認
知
症
を
患
う
方
の
人
数
が

７
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。本
町
に
当
て
は
め
る
と
、

約
１
０
０
０
人
が
認
知
症
を
患
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

認
知
症
を
知
る

　

一
言
で
認
知
症
と
言
い
ま
す
が
、
複
数

の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く「
変
性
疾
患
」

と
呼
ば
れ
る
病
気
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
、
前
頭
・
側
頭
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小

体
病
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

続
い
て
多
い
の
が
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、

脳
動
脈
硬
化
な
ど
の
た
め
に
、
神
経
の
細

胞
に
栄
養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
っ

た
結
果
、
そ
の
部
分
の
神
経
細
胞
が
死
ん

だ
り
、
神
経
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ
て

し
ま
う
「
脳
血
管
性
認
知
症
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、加
齢
に
よ
る
「
物
忘
れ
」

と
「
認
知
症
」
は
違
い
ま
す
。

国
の
対
応

　

平
成
27
年
に
認
知
症
が
原
因
で
行
方
不

明
と
な
り
、
全
国
の
警
察
に
届
け
出
の

あ
っ
た
人
数
は
延
べ
１
２
２
０
８
人
に
上

り
、３
年
連
続
で
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
案
を
含
め
て
、
認
知
症
の

介
護
を
考
え
る
と
、
家
族
の
精
神
的
・
肉

体
的
な
負
担
は
計
り
知
れ
ず
、
負
担
を
減

ら
す
た
め
の
施
設
入
所
な
ど
も
、
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
厚
生
労
働
省

に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
層
の
普
及
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
疾
患
同
様
に
、
認
知
症
も
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
有
効
で
す
が
、
周
囲

に
相
談
で
き
ず
に
一
人
で
頑
張
っ
て
介
護

し
て
い
る
う
ち
に
徘
徊
行
動
や
粗
暴
な
行

動
が
出
現
し
、
相
談
の
際
に
は
す
で
に
予

防
よ
り
も
治
療
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
出
し

が
で
き
な
く
な
っ
た
、

悪
質
商
法
の
被
害
に

あ
っ
た
、
外
出
し
て

自
宅
に
戻
れ
な
く

な
っ
た
（
徘
徊
）
な

ど
問
題
は
よ
り
深
刻

に
、
複
雑
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
層
進
む

こ
と
が
見
込
ま
れ
る

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
保
健

師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
が

高
齢
者
か
ら
の
相
談
を
数
多
く
受
け
て
い

ま
す
。昨
年
は
４
７
３
件
の
相
談
が
あ
り
、

相
談
動
機
で
認
知
症
に
関
係
し
た
相
談
は

60
件
で
し
た
。

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
の
多
く
は
、
今

ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

た
、
何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返
す
な
ど
日

常
生
活
を
送
る
中
で
、「
あ
れ
、
ち
ょ
っ

と
お
か
し
い
」
と
家
族
や
周
囲
の
人
が
感

じ
る
機
会
が
目
立
つ
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

　

認
知
症
の
診
断
を
受
け
る
に
は
専
門
医

の
い
る
「
も
の
忘
れ
外
来
」
や
「
精
神
神

経
科
」
が
望
ま
し
い
で
す
が
、「
本
人
の

拒
否
が
あ
る
」「
脳
神
経
外
科
を
受
診
し

た
」
な
ど
必
ず
し
も
専
門
医
で
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い
場
合
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

背
景
に
は
受
診
に
際
し
て
本
人
や
家
族
の

心
理
的
な
抵
抗
が
強
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

認
知
症
を
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
誰

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集

今年度より配置された認知症地域支援推進員
（左から河合保健師、樋渡社会福祉士、大場介護支援専門員） 政府広報オンラインを一部抜粋

■「物忘れ」と「認知症」の違い
加齢による物忘れ 認知症による物忘れ

体験したこと 一部を忘れる
（食事のメニュー）

すべてを忘れる
（食事をしたこと自体）

物忘れ 自覚がある 自覚がない

探し物 努力して探す 誰かが盗ったなど、
他人のせいにする

日常生活 支障がない 支障がある

症状の進行 極めて徐々に進行する 進行する

課
題
は｢

支
え
る
仕
組
み
」

認
知
症  

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

集
特

人
口
減
少
に
よ
る
、
介
護
従
事
者
な
ど
の

支
え
手
不
足
と
増
え
る
認
知
症
高
齢
者
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業
だ

け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
近
所
の
方
の
声
掛
け
や
見
守
り
な
ど

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は
予
防
か

ら
早
期
発
見
・
治
療
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

ま
で
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
を
、
町
内

会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
栗
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

町
保
健
福
祉
課
内

　

☎
�
２
２
５
５

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
病
気
で
、
国
や
地
方
自
治
体
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
認
知

症
は
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
樋
渡
社
会
福
祉
士
に
、
認
知
症
の
課
題

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

で
は
、
認
知
症
を
患
う
方
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の

よ
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

関
係
府
省
庁
と
共
同
し
て
平
成
27
年
１
月

に
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
認
知
症

高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域
住
民
な
ど

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
～
ま
ず
は
「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
～

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て

　

町
内
の
介
護
老

人
保
健
施
設
ガ
ー

デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り

や
ま
で
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
な
ど
が

ふ
れ
あ
う
「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
促
し
、情
報
交
換
や
交
流
を
図
ろ
う
と
、

町
の
「
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
委
託
事
業
」

と
し
て
、
同
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
愛
全
会
が
実
施
。

　

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
で
は
、始
め
に
「
認
知
症
と
熱
中
症
」

を
テ
ー
マ
に
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
方
に
は
、
ど
う
し
て

適
切
な
水
分
摂
取
が
必
要
か
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
大
事
」
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
説
明
を
交
え
な
が
ら
劇
は
進
め
ら

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。そ
の
後
、施
設
の
ロ
ビ
ー
で
カ
フ
ェ

タ
イ
ム
。
保
健
師
や
指
導
員
と
談
笑
し
な

が
ら
、
寸
劇
の
感
想
や
相
談
事
な
ど
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

気
軽
に
来
て
ほ
し
い

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
の
藤
田
政

典
事
務
部
長
は
「
昨
年
の
11
月
か
ら
こ
の

取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
毎
回
20
人
程
度

が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
方
や
ご
家
族
の
参
加
は
少

な
い
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の

職
員
が
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
気
軽
に
来
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
カ

フ
ェ
を
開
催
し
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。  

 【
今
後
の
開
催
】

○
日
程
（
予
定
）

　

９
月
21
日
、
10
月
19
日
、
11
月
16
日
、

　

12
月
21
日
、
１
月
18
日
、
２
月
15
日
、

　

３
月
15
日
（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

○
時
　
間　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

「
読
み
書
き
」と「
計
算
」で
脳
を
元
気
に
！

　

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
に
集
ま
っ
た
高

齢
者
が
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
合
図
に
合

わ
せ
て
、
簡
単
な
計
算
や
数
字
版
に
数
字

を
並
べ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
が
参

加
し
て
行
わ
れ
て
い
る「
脳
の
健
康
教
室
」

の
一
コ
マ
で
す
。

　

こ
の
教
室
は
平
成
25
年
度
か
ら
栗
山

会
場
、
平
成
26
年
度
か
ら
継
立
会
場
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約

１
５
０
０
人
（
延
べ
人
数
）
が
受
講
し
て

い
ま
す
。
週
１
回
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
１

人
が
２
人
の
受
講
生
に
対
し
て
学
習
支
援

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
と
て
も
楽
し

く
学
べ
る
」
と
好
評
で
す
。

出
会
い
の
場
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場

と
し
て

　
「
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
」「
簡
単
な
計

算
を
リ
ズ
ム
良
く
答
え
る
こ
と
」「
数
字

を
並
べ
る
手
作
業

で
集
中
力
を
高
め

る
こ
と
」
に
よ
り

脳
を
活
性
化
さ
せ

る
「
脳
の
健
康
教

室
」。
教
室
を
終
え

て
も
「
続
け
た
い
」

と
い
う
方
々
に
よ

  

脳
の
健
康
教
室
～
「
楽
し
く
」
認
知
症
予
防
～

り
自
主
サ
ー
ク
ル
も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
に

よ
る
「
モ
デ
ル
地
域
」
で
の
脳
の
健
康
教

室
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
脳
の
健
康
教
室
」
は
、

認
知
症
予
防
と
し
て
の「
脳
の
健
康
維
持
」

だ
け
で
は
な
く
、
学
び
を
通
し
た
世
代
間

交
流
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
、出
会
い
の
場
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
と
し
て
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

認知症サポーター養成講座

　認知症サポーターとは、認知症に対する正しい知識、
予防方法などを養成講座で学び、認知症の方やその家
族を温かく見守り応援する人のことです。
　本町では、平成 20 年度から合計 25 回の養成講座を
開催し、現在までに 835 人の認知症サポーターを養成
してきました。地域の老人クラブでの実施のほか、空
知商工信用組合栗山支店や栗山中学校、栗山高等学校
で実施するなど、企業や若年層への普及・啓発の取り
組みも行ってきました。
　講座を希望する団体などに、講師の派遣をしていま
す。少ない人数でも構いませんので、お気軽にお問い
合わせください。

認知症を支援する目印
「オレンジ・リング」

くりやまもの忘れフォーラム

　くりやまもの忘れフォーラムは、全国的に関心が高
まっている認知症について学ぼうと平成 26 年度から行
われ、町、空知南部医師会、栗山歯科医会などが共催
して、年 3 回開かれています。
　道内外から大学教授や音楽療法士などを講師に招き、

「認知症～早期発見・早期対応の大切さ」や「認知症と
音楽療法」など、さまざまな内容の講演を通して、認
知症への理解を呼び掛けています。
　今年度は、7 月 30 日に「認知症予防につながる暮ら
しのヒント」と題して、名古屋掖済会病院認知症チー
ムの長瀬亜岐診療看護師が講演。今年度は、あと 2 回
のフォーラム開催を予定しています。

　人は誰でも、「自分らしく生きたい」「人から愛されたい、
大切にされたい」と願っています。認知症を患ってもそれ
は同じです。自分らしく生きるためには、家族や地域など
周りの人たちのサポートが必要です。今年１月のオレンジ
カフェで認知症の講話をした際、参加された男性から「友
人が認知症になってから距離を置いていたけれど、しっか
りと友人として付き合っていきたいと思った」という感想
をいただきました。安心できる人がそばにいてくれるだけ
で不安な気持ちは軽減します。認知症になっても、周りの
人の愛と理解で、みんなが安心して暮らしていけるように
なればと思います。

周りの人で支えることが重要インタビュー

介護老人保健施設ガーデン
ハウスくりやまに勤務し、
現在は看護科長として活
躍。また、北海道認知症介
護指導者の一人として、認
知症の方やその家族にとっ
て暮らしやすい社会づくり
のために尽力している。

認知症介護指導者
渡部  百合子さん

【連絡先・問い合わせ】
町地域包括支援センター　☎ 73-2255

　脳の健康教室に関わって 5 カ月経ちますが、初めての
経験なので運営面でも受講者とのやり取りでも反省するこ
とが多いです。ただ、やる気のある方が受講されているの
で、助けられながら頑張っています。人生の大先輩から教
わることも多いですし、何より年をとっても学ぼうとする
意欲、意識的に行動する姿勢に感心しています。私もやら
なければと思っています。この教室は、脳の活性化に役立
つだけではなく、受講者や施設利用者との交流という面で
もとても良い取り組みだと思います。まだまだ学んでいく
ことがたくさんありますので、今後も学習サポーターを続
けていきたいと思います。

高齢者のやる気が刺激になるインタビュー

昨年、学習サポーターとし
て登録し、今年から脳の健
康教室の運営に携わる。町
の事業や世代間交流に関わ
り、住みよいまちづくりの
ために尽力している。

学習サポーター
腰本  江里沙さん

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集



一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

大
切
な
家
族
の
中
や
、
隣
近
所
の
方
が

患
う
こ
と
も
あ
る
「
認
知
症
」。
決
し
て

特
殊
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
を
患
っ
た
ら
「
何
も
わ
か
ら
な

く
な
る
」「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
」「
大

切
な
思
い
出
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
、

一
人
で
悩
む
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
情
報
は
過
去
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
あ
り
、
環

境
整
備
も
進
み
、
勉
強
す
る
機
会
も
た
く

さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
う

　

今
後
、増
加
が
見
込
ま
れ
る「
認
知
症
」。

認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が
温
か

い
気
持
ち
で
見
守
り
な
が
ら
、
認
知
症
の

方
の
視
点
に
立
っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
す
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
必
要
で
あ
り
、

本
町
も
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
が
、
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
た

め
に
―
。

認知症が増え続ける中で、私たちに何ができるのか―。
認知症の早期診断・早期対応のサポートをする

「北海道認知症サポート医」である梶整形外科医院の梶院長と、
認知症の方とその家族を支援し、福祉の向上を目指して活動している

「北海道認知症の人を支える家族の会」の西村事務局長にお話を伺いました。

認知症への関心と理解を
　

認
知
症
へ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
も
偏
見
が
あ
り
、
頭

の
病
気
な
の
で
周
り
に
は
言
え
な
い
と
い

う
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
を
恥

ず
か
し
い
と
思
う
風
潮
も
あ
り
、
相
談
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で

す
。
特
に
、
小
さ
な
自
治
体
ほ
ど
「
周
り

に
知
れ
渡
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で

地
元
で
は
相
談
し
な
い
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
周
囲
に
「
認

知
症
」
と
言
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
声
に
出
し
て
言

え
る
よ
う
に
体
制
や
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
は
、
周
り

に
理
解
さ
れ
な
い
と
行
動
で
き
ま
せ
ん
。

声
に
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
歩
前
に
進

ん
で
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の

会
で
は
、
電
話
相
談
の
ほ
か
、
介
護
す
る

家
族
が
集
ま
っ
て
お
互
い
の
悩
み
を
話
し

合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
電
話
相
談
は
、
昨
年
度
で
約

５
０
０
件
に
の
ぼ
り
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
者
の
つ
ど
い
は
月
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
１
回
に
20
人
ほ
ど

集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
参
加
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
笑
っ
て
帰
っ
て

「
認
知
症
」
と
声
に
出
し
て
言
え
る

環
境
づ
く
り
が
必
要

北海道認知症の人を
支える家族の会
事務局長　西村  敏子さん

　

認
知
症
は
怖
い
病
気
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
く
、
薬
な
ど
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
こ
と
を
何
回
も
言
う
ケ
ー

ス
や
、
今
日
が
何
日
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
症
状
が
あ
っ
た
時
に
「
認
知
症
」

と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、「
慢
性
硬
膜
下
血
腫
」
や
「
正

常
圧
水
頭
症
」
な
ど
何
か
違
う
病
気
の
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
そ
う

い
っ
た
患
者
さ
ん
を
診
察
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」

と
感
じ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
で
診
断
を

受
け
、
早
期
に
診
て
も
ら
い
、
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
人
や
周
り
の
人
が
「
お

や
？
」
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
活

用
や
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
が
高
く
な
る

と
い
わ
れ
る
認
知
症
。
私
は
「
長
生
き
し

た
こ
と
の
勲
章
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
認
知
症
を
恐
れ
ず
、
み
ん
な
で

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
は
「
早
期
発
見
・
治
療
」
が

と
て
も
重
要

北海道認知症サポート医
梶整形外科医院
院長　梶　良行さん

7 広報くりやま　2016. 9 62016. 9　広報くりやま   

【住　所】札幌市中央区北 2 条西 7 丁目  かでる 2・7 内
【連絡先】  ☎：011-204-6006

「北海道認知症コールセンター・
家族の会」電話相談

　土・日・祝日・年末年始を除
く毎日、介護経験者が相談にお
答えします。また、医療・介護・
福祉の専門家のアドバイスが可
能で、来所相談もできます。　

（受付時間）
10：00 ～ 15：00

認知症初期集中支援チーム
　複数の専門職が家族の訴えなどにより認知症が疑われる
方や認知症を患っている方およびその家族を訪問し、初期
の支援を包括的・集中的に行い、自立生活のサポートを行
うチームで、市町村の地域支援事業（必須事業）となって
いる。主な事業内容は①認知症初期集中支援の実施②普及
啓発推進事業③「認知症初期集中支援チーム検討委員会」
の設置などで、認知症の方やその家族への支援内容の検討
や医療機関などとの連携による必要な支援を行う。本町で
は当初、平成 30 年を目途に取り組む予定であったが、早期
の対応が必要と判断し、今年度から取り組む。

く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
の
皆
さ
ん
に
は
、
悩
み
を
抱
え
込
ま

ず
に
、
一
歩
踏
み
出
し
て
相
談
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
ま
た
、
家
族
会
が
あ
る
こ

と
で
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
話
す
こ
と

で
、
介
護
の
苦
労
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
気
持
ち
も
楽
に
な
り
ま
す
。
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
方
の
家
族
が
身
近
な

と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と

地
域
に
家
族
会
が
増
え
て
く
れ
る
と
よ
い

で
す
ね
。

　

最
後
に
、
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
病
気
で
す
。
認
知
症
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
は
大
事
で
あ
り
、

繰
り
返
し
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集


